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総務課の目標（平成２４年度）自己評価書 

 

総務課長 櫻 井 照 嘉  

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 政策に関する調整・管理及びわかりやすい資料の公表（政策秘書室） 

（１）政策実現に向けた事業の円滑な実施を推進するため、情報収集と関係各課等と

の連絡調整を行います。また、新たに副町長が就任し、組織の機能が向上するよ

う調整を行います。 

（２）行政の説明責任と政策の透明性を図る観点から正しい情報発信に努め、施政方

針、行政報告、各課の目標など各種行財政情報を町民にわかりやすく公表します。 

 

 

 

 

 

（３）町長への手紙を通じて身近な行政課題等を把握するとともに、町民相談室との

連携により課題解決のために各課との調整を図ります。 

 

２ 人事管理の適正化の推進、行政組織の見直し（総務班） 

   酒々井町行政改革大綱（第２次集中改革プラン）の策定に併せ、人口規模、産

業構造が類似している団体との比較、実状の検証を行うことにより職員定員管理目

標を定めるとともに、職員定数の適正化を推進します。 

   また、行政組織については、スリム化、効率化を図るための見直しを実施しま

す。 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

町長の意向を踏まえ、政策実現に向け事業が円滑に執行

できるよう各担当課との連絡調整を行いました。 

 

わかりやすさを基本に再構成した施政方針や行政報告

の回覧やＨＰへの公表、各課の目標の公表の他、平成２４

年度新規事業、町の外国語教育、子育て支援等各種パンフ

レットを作成・活用しました。また、タウンカレッジなど

町長が行う各種講演にパワーポイントを使用し、情報発信

とわかりやすさの向上に努めました。 

 

身近な行政課題の把握と課題解決のために各課との調

整を図りました。 

 

 第２次集中改革プランの策定に併せ、定員管理目標等を

定め、適正化を実施するため検討を実施しましたが、大綱

の策定に至らなかったため、再度、現状に合わせ、数値等

を見直し、検討することとする。 

 また、行政組織の見直しについては、一部（産業課、生

活環境課の統合）実施したが、今後も検討を行う。 

達成度：H25.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 
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３ 行政改革の推進（行政班） 

   酒々井町行財政改革大綱（第２次集中改革プラン）を策定します。 

 

 ４ 安全・安心なまちづくりの推進（危機管理室）    

 （１）自治会や防犯ボランティア団体等と協力して、防犯活動及び交通安全啓発活動

を行うなど、犯罪のない環境や交通事故防止に取り組みます。 

 （２）駅前交流センターについて、引き続き住民に密接した犯罪情報・防犯情報の提

供を行っていきます。また、佐倉警察署の移動交番開設場所として、周知を図り

ます。 

 （３）前年度に引き続き地域防災計画の修正を行い、防災体制等の再整備を図ります。

また、防災行政無線の移動系無線整備と子局からの無線放送が聴き取りにくい世

帯に対し、有償にて防災ラジオの配布を行います。 

（４）消防力の安定、強化を図るため、消防団の老朽化したポンプ及びポンプ積載車

の更新を行います。 

 

 ５ 情報化の推進（危機管理室）    

 （１）外国人等に配慮したホームページとするため、英・中・韓国語に対応した自動

翻訳システムを導入します。 

 （２）迅速性と質の高さが求められている行政情報を各部署において円滑に発信する

ことが可能となるホームページのコンテンツマネージメントシステム（ＣＭＳ）を

導入します。 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

 

２ 

 

 １０項目の推進項目について、関係各課で検討しました

が、行政改革大綱の策定完了には至りませんでした。 

 

 

 交通事故の減少、防犯啓発活動の強化を図ることができ

ました。 

 住民の防犯意識の高揚を図ることができました。 

 

 

防災体制の整備、災害時の情報連絡体制の強化を図るこ

とができました。 

  

 小型動力ポンプ２台、積載車２台の更新を行い、消防団

資機材の充実・強化を図ることができました。 

 

 

 平成２４年４月からＡＳＰを利用したホームページの 

英語、中国語、韓国語への翻訳サービスを開始しました。 

 

 移行に関するシステム設定については概ね終了したも

のの、ホームページの内容等の移行作業については完了 

に至りませんでした。 

 


